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抄録 廃炉におけるレーザー切断時に発生する微粒子発生機構の研究としてステンレス鋼、ジルコニア、酸

化ガドリニウム、アルミナ、コンクリートにレーザー光を照射し、発生する微粒子を観察してきた。今回は

これらの特徴をまとめ、比較対比した結果を中心に報告する。 
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1. 緒言 

レーザー加工に伴う種々の放射性物質を含んだ微粒子等の発生の評価とその飛散抑制、回収が課題となっ

ている。この中で、本研究では、微粒子発生と飛散に関し基礎に立ち戻って実験的に研究している[1]。ここ

では、これらの中で微粒子発生過程の物質による特徴に関し報告する。 

 

2. 微粒子発生・飛散過程の特徴 

 実験で得られたステンレス鋼（金属）とセラミックスの特徴を図1に示す。まずレーザーエネルギーの

吸収がステンレス鋼とセラミックスで異なる。いずれも吸収により形成される溶融池から数µm以上のサイ

ズの液滴が飛散する。さらにセラミックスでは照射部周辺から破砕片が飛散する。また照射部が沸点を超

えると蒸気の発生が活発になる。発生蒸気の冷却に伴い、核生成と蒸気の凝集が起こり10～100 nm のサ

イズの微粒子が発生し飛散する。 

 

図 1 ステンレス鋼(a)とセラミックス(b)のレーザーとの相互作用の特徴 
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